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はじめに

本報告書は平成11年10月11日から10月31日までの21日間にコスタリカ共和国

及びペルー共和国において実施した､下記プロジェクトに係るプロジェクト･ファインディ

ング調査の結果を纏めたものである｡

･コスタリカ共和国:テンビスケ河中流域総合開発計画

･ペルー共和国 :イカ谷農業総合開発計画

調査は社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)から派遣された下記の調査

員により実施された｡

･調 査 員:桜井 正信 内外エンジニアリング抹式会社

今回の調査に当たってはコスタリカ国では国家地下水･港概排水局(SENARA)
､在コスタ

リカ国日本大使館､また､ペルー国では農業開発を実施している国家開発庁(INADE)
､及び

農業省水資源･土壌保全国家計画(PRONAMACHCS)
､港概地区計画(PSI) ､開発安全地域に関す

る意見は在ペルー国日本大使館から多くの情報､御指導を頂いた｡これらの方々に深く敬意

を表する次第である｡

平成12年1月
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案件名:テンビスケ河中流域総合開発計画
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コスタリカ共和国



1.コスタリカ国の概要

1.1自然概況

コスタリカは､北はニカラグアと､南はパナマと接し､東はカリブ海､西は太平洋に面す

る中米5カ国の一つである.国土の総面積は5万1, 100km2で日本の約7分の1の広さである｡

国土の北西から南東にかけてシニラ･マドレ山脈がグアナカステ､セントラル及びタラマン

カ等の山系が縦貫し､地形的には中央部の標高1, 000m以上､面積9, 000km2の高原地帯,太平

洋海岸地帯及びカリブ海岸地帯の3つに区分されている｡

国土の大半は熱帯気候(Af,加)となっており､年中高温が続く｡雨量は太平洋岸よりもカリ

ブ海沿岸の方が多く､主に6月-11月に集中している｡しかし､首都サンホセの位置する中

央の高原地帯は1年中気温の変化が′｣､さく､四季の変化がないため過しやすい高原気候(H)

である｡なお､太平洋岸は雨期と乾期の区分は比較的明確であり､北部では､ 5月-10月が､

南部では4月-12月が雨期となっている｡

また､コスタリカの豊かな自然は野生動植物の宝庫で,環境保護政策によって国土の約24%

が国立公園と自然保護区となっている｡

1.2社会･経済状況

コスタリカの総人口は339万人(1995年世銀)であり､人種構成はスペイン系白人との混血

が95%､黒人が3%､原住民他2%となっている｡人口密度は65人/km2で､都市人口率は44%

(サンホセ32万人､アラフェラ17万人､カルタゴ12万人等)となっている｡

政策路線としては対米協調が基本であり,また善隣友好と国連中心の外交を目指してい

る｡憲法では､戦力を持たないことをうたっている非武装中立国である｡教育は無料であり

成人識字率は中米最高の97%(1990年)に達している｡なお､ 1995年12月には中米民主安全保

障条約(麻薬密輸,テロ､武器密輸などに対抗するため)に調印し､平和中立国家を維持してい

る｡

｢コ｣国の貿易収支については､ 1998年の輸出は総額5,547百万ドル(FOB)で､対前年比

27%の増加となった｡内訳を見ると輸出品目第一位は繊維等の工場製晶で3,580百万ドル､続

いてバナナ665百万ドル,コーヒー405百万ドルである｡

輸入は6,230百万ドル(CIF)で､主な品目は食料品､原材料と燃料､工業製品である｡な

お､コスタリカは自然公園が多く､観光産業が恒常的貿易赤字を相殺する役目を担っている｡

我が国-はコーヒー､エビ､かつお,石炭､宝石等が輸出されており､代って自動車､トラ

ック､鉄鋼､オートバイ､通信機器等を輸入している｡ ｢コ｣国の主な経済指標は以下の通

りである｡
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主 要 経 済 指 標

経済指標 内容

1.主要産業 農牧業(コーヒー､バナナ､牛肉､花井､果実)

2.GNP 8,884百万ドル(95年中銀)

3.一人あたりGNP 2,610ドル(95年世銀)

4.経済成長率 2.4%(95年)､-0.6%(96年)､3.2%(97年)

5.物価上昇率 23.2%(95年)､17.6%(96年)､13.3%(97年)

6.失業率 4.2%(94年)､5.2%(95年)､6.2%(96年)

7.主要貿易品目 輸出:バナナ､コーヒー､繊維製晶

輸入:原料.中間財､資本財､消費財

*観光産業が恒常的貿易赤字を相殺している○

8.通貨及び為替レート コロン(¢)､1USS=293.0¢('99.10月)

9.総貿易額(1998年) 輸出(FOB):5,547百万ドル

輸入(CⅠF):6,230百万ドル

1.3農業状況

コスタリカの農業セクターは1981年には国内総生産の23%を占めていたが､年々GDPに対

するシェア-は減少しており､ 1991年には17.3%となっている｡この農業セクターの対GDP

比の減少は製造業及び観光業の成長によるものである｡農業セクターの実質国内総生産は80

年代初めには一時低迷したものの87年､ 88年には年4.0-5.3%の成長率を達成している｡

農業セクターのサブ･セクター別のGDP比を見ると､ 1988年では農業が70.9%と高いシェ

ア-を占め､次いで牧畜21.8%,林業3.2%､水産業1.8%であり､ ｢コ｣国農業は農作物生産

及び畜産に依存していることが解る｡

農産物の輸出額に占める割合は大きく,外貨獲得源として第1位となっている｡総輸出額

に占める農業セクターのシェア-は､年度により変動があるが総輸出額の約70%を占めてい

る｡従来の伝統的輸出農産物であるコーヒー､バナナの占める割合は近年低迷しているもの

の依然として重要な作物である｡しかし最近では､メロン､キャッサバ､ハヤトウリ等の野

菜､パイナップル､オレンジ､マンゴ等の果樹及び花井･観葉植物､エビ､魚缶詰等の非伝

統的農産物の占める割合が増加してきている｡

経営規模別の土地利用状況では, 1 ha以下及び1ha-10ha未満の小規模農家層に1年性作物

や永年性作物(主にコーヒー､果樹等)の栽培が集中しているのに対し､経営規模が大きくな

るにつれて営農形態が作物栽培から畜産-と転換される傾向が見られ､小規模零細農家の集

約的農業と大規模粗放家畜飼育の二重構造となっている｡

1991年-92年にかけての主要作物の生産状況は次表の通りである｡
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主要作物の生産状況(1991/1992)

作物名 作付面積(千ba) 生産量(千トン)

コーヒー 106.0 937.5

バナナ 31.8 1,465.7

砂糖キビ 42.2 2,629.1

米 51.9 231.9

トウモロコシ 41.5 51.9

フリホール豆 63.2 35.6

ジャガイモ 2.2 54.5

バナナ(料理用) 6.8 N.A.

マカダミア 9.0 1.7

オレンジ 10.8 110.7

マンゴ 4.1 8.0

メロン 2.7 48.6

出典: Informacion Basica del Sector Agropecuario(SEPSA)

なお､政府が定めている国家開発計画のなかでは､ ′ト･中規模農家の所得向上が掲げられ

ているものの,市場原理の導入は小規模農家の消滅を促進する結果となり､農家の所得向上

のためには生産性の向上か高収益性の新作物導入･普及が必要となる｡

政府内では具体的な小農対策として農民組織育成･強化,適正技術の指導･普及､農業金

融の促進､小規模家内工業･農産加工業の振興及び農産物流通改善等を掲げており､なかで

も小規模家内工業･農産加工業の振興と農産物流通･市場改善を重要課題として位置付けて

いる｡

1.4潅淑の現状

コスタリカにおける1989年の港液面積は約11万8, 000haであり､放牧地及び森林を除く全農

地面積に対し22. 3%の港概率に当たり､濯概の大半が一年性作物が対象となっている.

当国の港淑施設整備は､地下水･港概排水庁(SENARA)が実施機関となって行われている.

大型港概排水施設整備事業としては､北部太平洋岸チョロテガ地域の｢アレナルーテンビス

ケ潅概プロジェクト｣
､南部プルンカ地域の｢ソナ･ス-ル澄渡プロジェクト｣及びカリブ

海側ウニルタ･アトランテイカ地域リモンにおける｢ソナ･アトランテイカ排水事業｣があ

る.また､ SENARAは全国約50ケ所を対象として′ト規模濯概事業も同時に行っており､この

′j､規模濯概事業は対象面積が100ba以下で､農民組織の要請を受けてSENARAが設計･施工

監理を行い､事業費はSENARAが当初負担し,受益組合組織は15年(3年据置きの12年返済で

利率は12%)間で全体工事費の60%を返済するローン形式で実施されている｡ 1995年までには､
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国内で12ケ所の小規模港淑事業が実施.完了している｡

なお､ SENARAが実施している大型プロジェクト｢アレナル･テンビスケ潅淑事業｣の概

要は以下の通りである｡

国営アレナル･チンピスケ港政事

太平洋岸チョロテガ地域のグァナカステ県に位置し港蔽面積は59,960ba､アレナル地区

40,060ha,サパンディ地区19,900baで3期に分けて事業実施されている｡主な事業内容･規

模は貯水池､幹線水路138k皿､ 2次水路及び管理道路約1,100kmの他､排水路､地下水揚水

ポンプ等となっている｡事業の進捗状況は以下の通りである｡

一第1期アレナル地区(1986年完成)

･潅液面積: 6,060 ha

･貯水池: 1ケ所

･幹線水路:8.5 km

･

2次水路: 117.5km

･管理道路: 113.5km

･排水路: 49km

･事業費: 1,978万ドル@ID借款)

一第2期アレナル地区(1996年完成)

･澄渡面積: 12,170
ha

･幹線水路:
21.7 km

･

2次水路:119km

･管理道路: 160 km

･揚水施設:地下水揚水ポンプ(500ba分)

･事業費: 4,450万ドル田ID借款)

一第3期アレナル地区(資金調達先を検討中)

･潅概面積: 43,350 ha

*融資調達のためF/S調査実施に向け､ BIDと協議中｡近年の異常気象のため計画の

見直しが必要となり､ SENARAはMuの見直し作業を検討している｡

1.5国立自然公園の現状

コスタリカに残っている熱帯雨林は換金作物栽培のため､徐々に伐採されている｡その

ため､政府は国立公園に指定することによって､自然保護に乗り出している｡コスタリカの

現時点での国立自然公園に指定されている地域は､別紙図 の通りである｡

なお､エコ･ツーリズムは自然を損なわずに天然資源を開発できるため,奨励されてい

る｡
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2.テンビスケ河中淀城総合開発計画

2.1計画の背景

コスタリカの北西部にあるグアナカステ県は､グアナカステ山脈から流下しているテンビ

スケ河を始めとして､その支流によって形成された広大な沖積平野にあり､当国の食糧生産

基地として発展してきた｡しかし､当地域は太平洋岸に近いため,年間約1700mmの降雨があ

るものの､その殆どは雨期(5月-10月)に降ってしまい､乾期(11月-4月)には殆ど降雨が

無い｡このため政府は､ 1980年に当地域の農業生産性の向上を目的として､グアナカステ山

麓に水力発電利用のために建設されたアレナル湖の電力放流水を活用した国営かんがい事業

｢アレナル･テンビスケ計画(PRAT)｣を樹立した｡

この計画は3期に分かれており､中米開発銀行(BID)の融資を基に第1期6,060ha､第2期

12,170haと港概農業開発を実施してきている｡しかし､近年のエル･ニーニヨ現象による早

魅が続き､アレナル湖の水位低下が発生し､乾期の放流量は当初計画の70m3/sから12m3/sに

縮小されたため､未施工である第3期地域約20, 000haの港軟水源を見直す必要が生じた｡

このため､農牧省は実施機関であるSENARAを通じて､テンビスケ河中流部に位置する第

3期の約20,000baの潅軟水源を新規に開発するための開発調査の実施を決定した｡

また､テンビスケ河流域には上流･下流地域に国立自然公園があり､環境保護区域となっ

ている地域がある｡そのため外国から自然観察を目的に観光客も多く訪れ､環境庁(MINAE)

によって観光資源の保全対策も取られている｡

一方､当地域は今年(1999年)の9月には､平年降雨の約3倍に当たる1,266mという異常降

雨に見舞われ､洪水および農地の冠水により農作物2,234ha､牧草地4, 500haに大きな被害を

受け､国家的な緊急社会問題となっている｡

このような状況下､農牧省はSENARAに対しテンビスケ河中流地域約20,000haにおいて､

洪水対策･農地排水対策､濯概システムの構築､農村地域の組織強化､周辺の環境保全対策

を含んだ総合開発計画の樹立のため､我が国に技術協力を要請越したものである｡

2.2地区の概要

(1)位置及び気候

受益地域は､当国北西部のテンビスケ河中流部の両岸に広がるサパンディ北部及び

サパンディ南部の約20,000haの範囲である｡行政上は､グアナカステ県リベリア郡､

カリ-ジョ郡､サンタクルス郡に位置する区域である｡

本地域は,アレナル･テンビスケ澄渡事業の第3期区域に当たり､テンビスケ港戟

区､南北サパンディ濯概区を包含している｡
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計画地域での降雨は､年間約1,700mmで5月に始まって11月に終わり明確である｡

12月から4月の5ケ月間は乾期で殆ど降雨はない｡月別平均気温は27℃-30℃と年中

あまり変動は無いが､ 4月頃が一番暑い｡湿度は乾期は65%程度であり､雨期は80%前

後である｡

(2)水利用及び土地利用状況

本計画における用水源として考えられるテンビスケ河の流況は､港概区域直上流地

点(グアルディア橋地点:流域面積955km2)での液量表として以下に示すo

単位:m3/s

Mes ENE FEE h4AR ABR MAY JUN JUL AGO SEP OCT NOV DⅠC

月平均

16.49 12.08 9.13 7.67 15.91 34.35 22.34 26.48 44.71 57,76 42.07 21.84

日平均

最低 13.05 10.02 7.88 6.94 7.23 13.ll 13.56 14.05 18.02 21.96 18.20 16.05

注:上記流量は1951-1993年の平均値である｡

地域内は天水農業が中心であるが､大地主及び企業体で栽培されているサトウキビ､

メロン栽培等は､澄渡農業が営まれている｡

受益地域内における潅概区別の土地利用､農産物の概況は下表の通りである｡

SubDistrito 面積(ha) 土地所有 土壌状況 現況施設 受益者 生産物

TemplSque

14,050

大地主

優良

製糖機 大地主 米､サトウキ

共同組合 港概施設

メル包装機

共同組合 ヒー､Jpン

ZapandiNorte

9,500

中規模生

優良

米貯蔵庫 中規模生 サトウキビ､メ

産着 メロン包装機 産者 ル､牧草

ZapandiSur

10,400

大.中規

優良

製糖機 大.中規模 サトウキヒす､メ

模生産者 メロン包装機 生産者 ロン､牧草

(3)洪水･湛水被害状況

グアナカステ県テンビスケ川流域地方は､国の北西部､太平洋岸近くに位置し､年平均

降雨量は約1, 700mmである｡地区内にあるHACIENDA TEMPISQUE観測所の過去45カ年

(1953-1998年)の月別平均降雨量は以下のとおりである｡

meS ENE FE古 h4AR ABR MAY JUN JUL AGO SEP OCT NOV DⅠC

降雨量

EZ5ヨl 2.2 3.5 3.4 24.4 224.7 276.4 167.5 223.3 362.0 340.5 89.0 6.5
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上記に対し､本年度(1999年)はエル･ニーニヨ現象による影響で9月の1ケ月間に平年降

雨量の約3倍に当たる1,266mmを記録し､テンビスケ河中流地域では大きな洪水･湛水被害

が発生した｡この降雨による農地-の被害状況は以下のとおりである｡

種類 作物名 冠水面積¢a)

農産物

小計

米 925

サトウキビ 650

トウモロコシ 500

フリホール豆 140

ピーマン 10

トマト 9

2,234

牧草地 牧草 4,500

計 6,734

(4)自然環境

テンビスケ河流域周辺には｢リンコン･デ･ビエツハ国立公園｣ ､ ｢パロ･ベルデ国

立公園｣がある｡また,アレナル湖周辺の熱帯雨林地域には､ ｢保全開発プロジェクト｣

があり､これは､カナダ国際開発局(CIDA)の資金でコスタリカの天然資源エネルギー鉱

山省(MIRENEM)が､カナダ世界自然保護基金とともに実施しているものである｡その目的

は､持続的農村開発と種の多様性の保全の両立であり､農村における住民生活の向上を

最終目標に掲げている｡

持続的農村開発には､その地域が持っている価値を生態系保全､地域住民の社会経済

的なニーズなどを考慮しながら実際の経済活動に結びつけていくことが重要である｡ア

レナル保全開発プロジェクトの活動は､政府機関やNGOの組織形態を生かして､その地域

で活動する支援組織のネットワークを確立し､草の根レベルの住民プロジェクトを纏め

上げるファシリティタ-を果たしている.このNGOを通じて政府と地域住民を結ぶ横断的

なアプローチは今回の計画でも十分生かすことが出来､地域住民の参加による農村開発

を通した自然環境の保護･管理の具体的手法として大いに参考になるものである｡

なお､本計画周辺の国立公園保全対策については､環境天然資源庁(MINAE)との十分な

事前協議が必要となる｡
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2.3事業計画の概要

本計画は､コスタリカの穀倉地帯であるグアナカステ地方にあるテンビスケ川の中流地

域約20, 000haの農地を対象に､自然環境に調和のとれた農業持続的発展に貢献できる開発計

画を樹立する｡なお､地域内では1999年9月の大雨により地域のほぼ中央に位置するフィラデ

ルフィア市周辺は多大な冠水被害が生じたため､乾期の潅軟水源確保とともに､雨期の洪水･

農地排水対策も含めた地域の総合計画を立てるものである｡具体的な開発に関する事業は以

下の通りであるo

l)濯軟水源計画 :テンビスケ)II等の河川水､地下水等新規水源に係る計画

2)地区内潅淑計画:受益区域内の澄渡システム計画

3)農村インフラ整備:地区内農道等流通施設の整備計画

3)洪水･排水計画:洪水防御､地区内排水対策に係る計画

4)維持管理計画 :潅蔽･排水施設の維持管理体制計画

5)環境管理･保全:隣接する自然公園の保全に係る計画樹立

2.4事業実施計画

本プロジェクトの責任機関は農牧省である｡実施機関としては同省に属する国家港概排

水･地下水庁(SENARA:SERVICIO NACIONAL DE AGUAS SUBTERJiANEAS RIEGO Y A

VENAMIENTO)であり､コスタリカの港概排水及び地下水開発に関する計画･実施する政府

機関であるo なお､ SENARAは､ 1987年にはリモン地区農業開発調査において, JICA調査団

のカウンターパートを努めており､我が国の協力スキームを十分に理解している｡

また､本プロジェクトの周辺地域には国立自然公園があり､環境庁(MNAE)との開発に

関する調整が必要なため､実施機関であるSENARAはIEE(Ⅰ血ialEnviromentalExamination)に

関する書類作成を実施している｡

本プロジェクトの調査を実施するに当たっては､第1次調査として､既存の資料､隣接

プロジェクト等をレビュー､現地調査するとともに､開発構想を樹立する｡これに基づいて

第2次調査では､開発構想によるF/S調査を実施して､計画の妥当性を明らかにする｡

本調査計画(秦)では､全調査期間は1 4ケ月を要する｡この内､第1次調査は7ケ月､

第2次調査は6ケ月を要する｡その後､最終レポート草案に対する当国政府のコメントを加

味して仕上げるまでに1ケ月を要する｡

これらを表に纏めれば､次頁の通りである｡
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項目

月別工程

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 EE 12 13 14

Phase1

I.現地調査

1)資料収集

2)現地踏査

3)基本構想の決定

4)地形図作成.測量

5)技術移転

Ⅱ.国内解析

Phase2

Ⅰ.現地調査

1)補足調査

2)分析,検討

3)開発計画樹立

4)経済評価

5)技術移転

Ⅱ.国内解析

報告書の作成

インセデショルポ-ト

ブロク■レスレホ○-I

イン別ウムレホ○-I

ドラフけ7イナJW*'-ト

ファイナルレポート

▲

▲

▲

▲

▲

-1卜



2.5総合所見

本計画の受益地域は､国営アレナル･テンビスケ港蔽事業の第3期地区にあたるもので

あり､第1期及び第2期地区は既にBIDの協力で実施済みである｡

近年の早魅により本事業の水源であるアレナル湖の貯水量が計画当時に比べ大幅に減っ

たため､事業を継続させるためには､未着工である第3期地区の水源計画を早急に立てる必

要が生じた｡テンビスケ川流域周辺はその地形条件より､コスタリカ国の穀物生産基地にあ

るとともに､地域住民の長年の夢であり､国政として事業計画を立てることは妥当であると

思慮される｡

また､本地域は平成1 1年9月には洪水により地域住民及び周辺農地は､多大な被害を

被っており､地域の排水対策も社会的緊急問題となっている｡従って､これらを含む地域の

総合開発計画を樹立することは,コスタリカ国政府の本計画に対する優先度も非常に高く､

国際機関､第三国の援助がない状況下では､我が国が協力するに十分な効果が有ると思慮す

るものである｡

なお,実施機関であるSENARAは､現在天然資源環境庁(MINAE)と初期環境影響評価調

査(IEE)について事前協議を実施･調整する作業を実施中でり､コスタリカ政府の本案件に対

する積極的な取り組みも評価できる｡
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1.ペルー国の概要

1.1自然概況

ペルーは南緯oo 48′ -18o 21′
､西経81o

21′ -68o 40′に位置し､エクアドル､コロ

ンビア､ブラジル､ポリヴィア､チリと国貴を接している｡国土面積は128.5万kn2と､我が

国の約3. 4倍に当たる｡国土はその地形状況により､ 2000kmに及ぶ太平洋沿いの海岸地帯(コ

スタ)､ワスカラン(標高6,768m)を最高嶺とするアンデス山脈の山岳地帯(シエラ)､山岳地帯

の東側裾野から東部国境に至るペルー･アマゾンを含む森林地帯(セルバ)の3地域に分けら

れる｡

気候は緯度からいえば熱帯または亜熱帯気候に属するが､海岸地帯は南米大陸西岸沿い

を北上するフンボルト海涜(貫流)の影響を受けて比較的温暖である｡海岸地帯の冬季(5月-

10月)は曇天が多く､夏季(11月-4月)は凌ぎやすい反面よく濃霧がたちこめる｡海岸地帯は､

湿度は高いが年間を通じてほとんど降雨はなく砂漠(土漠)である｡なお､山岳地帯は雨季と

乾季のある山岳気候である｡首都リマの気候としては,月別平均気温は16℃-23℃で､ 8月が

一番低く､ 2-3月が高い｡平均湿度は､年中ほとんど大きな変化はなく83%-87%と高い｡

1997年から98年にかけてのエル･ニーニヨ現象は今世紀最大とも云われ､ペルーでの被

害は97年12月頃より出始めた｡洪水･崖崩れによる主要幹線道路や農地への被害が各地で起

こり､こうした被害はペルー中部･北部海岸地域に限らず､全国規模で発生している｡主要

産業である農漁業-の影響は､農業では2億2, 000万ドルの収穫減(97年2月-12月)､漁業では

73. 7%のマイナス成長として現れている｡

1.2社会･経済状況

ペルーの総人口は､ 1995年において約23.8百万人である｡この内15歳未満の人口は､総

人口の35･ 1%､ 60歳以上は6. 4%となっている｡ 1986年-1995年までの年平均人口増加率は

2･ 1%である｡人種構成は､下層階級を形成しているインディオは約47%､インディオと白人

の混血であるメスティソが約40%､植民地時代から上層階級を占める白人は約12%､東洋系

1%となっている｡国民の約半分を占めるインディオは､主としてケチェア族とアイマラ族で

ある｡彼等は山岳地域に住んでいたが､ 20世紀初頭から海岸地帯-の大規模な人口移動が始

まり､周辺都市を含むリマ首都圏に流入し､都市スラム街を拡大していった｡

また､ 1980年代末の急激な経済の落ち込み､広汎なテロ活動により､治安状況は悪化し

社会不安が拡大した｡しかし､ 1990年にフジモリ政権が発足し､徹底的なテロ撲滅策を進め

た結果,治安情勢は著しく改善した｡一方, 1970年代からの経済停滞は国民生活を圧迫し､

総人口の約50%は最低の生活を維持するのに必要な支出が不可能な貧困層で,その内20%は

必要最低限の栄養を摂取できない最貧国層となっている｡

1993年の国勢調査では,全国の経済活動人口は7. 1百万人であり､この内34%は首都リマ
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市に集中している｡ 1994年のリマ首都圏での失業率は8. 8%､完全雇用率は16. 9%であるのに

対し､不完全雇用率は74. 3%と極めて高い｡

ペルーの経済成長は､ 1990年にはマイナス5. 4%であったGDP成長率は､ 91年にはプラス

に転じて2.8%の成長を遂げた｡しかし, 1992年はエル･ニーニヨ現象により､農業を中心に

悪影響を受け､マイナス1.2%となった｡ 93年には再びプラス成長に転じ､ 93年には5.7%､

94年13. 2%､ 95年6. 9%の成長を記録した｡この93年および94年の成長率は中南米第1位であ

り､牽引役となったのは漁業､製造業及び建設業であり､高い漁獲高とその魚粉等-の加工､

道路等社会インフラの急速な整備によるところが大きい｡

しかし､一方で高い経済成長が国内消費を活発化させ､輸入の増大を引き起こし､大幅

な貿易赤字の拡大を背景に､ IMFからは加熱経済との評価を受けた｡このため､ペルー政府は

金利の引き上げ､財政支出の抑制等により､国内消費を抑える措置をとった｡この結果,対

前年同月比で1995年12月マイナス1. 1%､ 1996年1月マイナス4. 1%となった｡

1996年の実質GDP成長率は､ 2. 8%となったが, 97年以降には景気低迷を脱出し,回復基

調に入ったと思われる｡

1.3治安状況

1991年7月の野菜技術センターにおける3名のJICA派遣専門家殺害事件以来､我が国は安

全確保の観点から､人員の派遣を伴わない形で協力を実施されてきたが､最近の治安情勢の

改善に鑑み,人員派遣の再開に向けて外務省及びJICAからなる安全確認調査団が複数回派遣

されている｡この調査結果を基に外務省では1995年6月には､非常事態宣言地域(リマ首都圏

を除く)を除く地域-3ケ月を超えない短期の人員派遣を可能とするまでに協力の範囲が拡

大された｡更に､ 1996年8月に橋本総理がペルーを訪問した際､経済協力関係者の派遣を徐々

に拡充していくことを表明された｡

しかし､ 1996年12月17日にはリマにある日本大使公邸で開催されていた天皇誕生日祝賀

レセプションをMRTAが襲撃し､人質600名以上を取り占拠するという事件が発生した｡

1997年4月22日､ 140名からなるペルー特殊部隊の救出作戦で､日本人24名を含む72人の人質

の内1名の死者をだしたが､ 71名を無事解放し事件は集結した｡同年12月に発生した日本大

使館公邸事件のため､人員の派遣は延期された｡

なお､ 1999年に入り､リマ市内で1年間という制限条件で専門家派遣が再開されている｡

最近では政治的テロによる活動は殆ど無くなったと考えられるが､下表の｢非常事態

宣言発令地域｣に示すように､一部の山岳地域､コカイン栽培地域では危険地域とされてい

る｡また､リマ市内の一部の地域では､強盗･泥棒等の被害が度々発生しているため,治安

の悪い地区がある｡
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非常事態宣言発令地域(1999年9月現在)

県名 那 区

アプリマック ティンチェロス 全区

フニン チャンチャマヨ E]

サティポ ′f

パスコ オサバンバ ∫/

ワンカベリカ

カストロビレイナ E]

ワンカベリカ ∫/

ワイタラ E]

アヤクーチヨ

カンガ-ジヨ ′′

ワマンガ ∫/

ワンタ E]

フ.マ′レ ∫/

クスコ ラ.コンパンシオン キンビリ

ピチャリ

サンマルティン 全郡

ロレト アルト.アマゾナス ジュリマグアス

ワヌコ (除くドス.チ.マヨ郡､ラウリコチャ郡､ヤロウイルカ

郡､マラニヨン郡ワクラチェコ区)

ウカヤリ パデレ.アパット 全区

コロネロ.ホ●ルティーシ◆ヨ
′′

リマ リマ

アテ

ロス.オリボス

サン.フアン.デ.ル畑●ンチヨ

サン.フアン.f..ミラフローレス

サン.ルイス

サン.マルティン.デ.ホ■レス

ビジヤ.エル.サルパドル

t.シ●ヤ.マけ.㍗.桝クンフオ

1.4農業の状況

ペルーは地形的にコスタ(海岸地帯)､シエラ(アンデス山岳地帯)､セルバ(アマゾン森林

地帯)の3つに分類される｡コスタは砂漠地帯であり,河川流域に形成された扇状地で潅蔽農

業による主要穀物･野菜類が栽培されている｡シエラではアンデスのふもとに広がる肥沃な
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高原地帯を利用して畑作農業と牧畜が､セルバではコーヒー､カカオ等熱帯作物の栽培を中

心とした農業が行われている｡

農業就業者数は約250万人(1990年)であり､全就業者数の34%を占めている｡農地面積は

256万ha(国土の2. 0%)であるが､他に畜産･放牧等に利用されている天然草地がシエラを中

心に1,792万ha(国土の13.9%)ある｡主要農産物は､海岸地帯では砂糖キビ､綿花､トウモロ

コシ､米,果物､豆類､野菜等が栽培され､山岳地帯においては小麦､ジャガイモ等が栽培

されている｡

主要産物の内､綿花､コーヒー､砂糖は輸出されているが､同時に小麦､飼料用トウモ

ロコシ､植物油､羊肉､牛肉,粉乳等の農産物は輸入に放存しており､農業開発の必要性は

高い｡農業分野の成長率は､ 1992年はエル･ニーニヨ現象の影響で5. 5%のマイナス成長であ

ったが､ 1993年は気候条件の好転により6.0%のプラス成長に転じた｡また､ 1994年にはプラ

ス13. 2%で,建設､水産､製造業に次ぐ成長を達成した｡ 1995年の第1四半期輸出実績ではコ

ーヒーが大幅に伸びているが､綿花､砂糖など伝統産品が落ち込んでいる｡

1995年の農産物は気候条件に恵まれ､ジャガイモ,トウモロコシ､綿花､砂糖キビの生

産量の伸び及び養鶏業の回復により､農牧業全体としては前年比7. 4%増となった｡これらの

各作物別の生産高(1990-1993)､及び輸出農産物(1991-1993)を示せば下表の通りである｡

主要農産物の生産高 (単位:千トン)

農産物名 1990 l991 1992 1993

米 966.1 814.2 829.4 950.0

ジャガイモ 1,154.0 I,450.8 997.6 1,474.8

トウモロコシ(食用) 151.0 225.9 127.9 188.2

小麦 99.6 l27.6 73.l log.I

サトウキビ 5,900.0 6,000.0 4,700.0 4,400.0

綿花 239.0 176.6 108.0 97.0

大豆 2.5 0.7 0.3 l.0

トウモロコシ(飼料) 480.8 433.9 392.0 596.6

ソルガム 13.0 31.4 3.6 15.5

いんげん豆 46.I 47.0 41.5 53.3

鶏肉 245.0 29l.8 320.2 302.7

牛肉 117.1 109.4 110.7 104.7

鶏卵 98.6 117.0 106.7 107.0

牛乳 776.9 7$5.9 768.4 783.8
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主な輸出農産物 (単位: ton)

農産物名 1991 1992 1993

綿花 25,031 9,60S 2,030

砂糖 76,493 52,241 45,296

コーヒー 72,141 69,087 46,326

とうがらし 3,013 3,245 1,644

カカオ油 4,082 3,355 3,655

アウハ●ラがス(缶入り) 37,121 42,618 53,690

いんげん豆 1,640 2,205 6,4S7

マ9-=○-ルド(花粉) 5,239 7,110 9,771

マラクヤ(ゾユース) 2,671 2,399 1,593

トウモロコシ 2,285 2,071 2,077

海岸地域の潅概栽培は､潅概用水の利用管理が悪いため約260, 000haが大なり小なりの

排水不良､塩害問題を引き起こしており､農業生産に重大な影響を発生させている｡これら

の土地は1970年には255, 230haであったが､ 1995年には320, 000haが見込まれている｡

なお､農牧業における土地利用状況は下表の通りである｡

ペルー国の地域別土地利用状況 (単位:ha)

利用区分 コスタ シェフ セ′レバ 計

潅淑農地 762,812 492,000 38,000 1,292,812

畑地(天水) 1,674,000 362,000 2,036,000

自然牧野 469,000 26,781,000 333,000 27,583,000

農牧用地計 1,231,812 28,947,000 733,000 30,911,812

山地及び山林 1,000,000 5,500,000 65,000,000 71,500,000

荒地 12,898,588 1,085,900 l1,598,260 25,582,748

農外地計 13,898,588 6,585,900 76,598,260 97,082,748

合計(全国) 15,130,400 35,532,900 77,331,260 127,994,560

出典:農業省(1992年)

-17-



2.イカ谷農業総合開発計画

2.1計画の背景

首都リマより南に約300k血の海岸地帯にあるイカ谷は､農業の伝統､および作物栽培に適

した農業の盛んな所である｡特に綿花､アスパラガス､ブドウ栽培は有名であり､当国で飲

まれているワイン､ビスコの生産地(タカマ､オクカ-銘柄)として有名な地域である｡

しかし､イカ谷は年間約10m程度の降雨しかなく､農地はすべて港離農法に頼っている｡

港概水源は､谷中央部を縦貫しているイカ川の河川水の取り入れに頼っているが､自然河川

水は1月-4月の4ケ月間のみであり､他の期間は地下水を利用している｡このため､古く

からイカ川上流域･アンデス山地にある自然湖水の利用計画(チョタロコツチャ計画)を実施

してきており､約110百万トンの貯水量が港掛こ利用されている｡しかし､この水量では下流

部に広がる谷全体の港概水量としては不足しているため､ 1990年に国家特別プロジェクトと

して｢タンポーカラコツチャ計画｣が開始された｡本計画は､自然湖の貯水量を新たに110

百万トン増やし計220百万トンとし､イカ谷の農地約30,000haの溝軟水を確保するもので,堤

在工事中である｡

一方､イカ谷は1998年2月にはエル･ニーニヨ現象により多大な洪水被害を被り､イカ川

沿いにあるイカ市街地の約50%及び3, 000ha以上の農地が浸水または冠水し､この対策が大き

な社会問題となった｡このため世銀(Ⅶ)は､エル･ニーニヨ緊急対策としてイカ川本川の洪

水対策のための調査を1999年に実施した｡

しかし､これらの水源計画および洪水対策計画は､イカ谷に広がる約30, 000haの農地､

農村地域の抜本的開発には結びつかず､河川に設置された堰､及び農地内に張り巡らされた

用水路網､集落間の農道等は､依然として老朽化したままの施設として取り残されており､

その機能はほとんど発揮されていない状況である｡

このため､ペルー政府は｢タンポーカラコツチャ計画｣の実施機関である大統領府､国

家開発局(INAl)E)を通じて､イカ谷全体約33,000haの潅淑施設の改修､農村部の生活環境の改

善等を含んだ総合的な開発計画を立てるため､我が国に技術調査の要請をしてきたものであ

る｡

2.2地区の概要

(1)位置及び範囲

本地域は､太平洋岸に面する県の一つであるイカ県内の北部に位置し､首都リマより南

へパンアメリカン道路で約300kmのイカ市周辺の平坦な農業地帯である｡緯度的には南緯13o

o1′ -14o 21′
､西経74o

42′ -75o 50′ の範囲に位置している｡ (別紙位置図参照)
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(2)イカ谷の気象状況

イカ谷は海岸地帯にある他の谷(バージェ)とは異なり､海岸線より約70kn内陸に位置し､

標高が400mあるため年中晴天,温暖な気候であり色々な農作物栽培には非常に適した地域で

ある｡

気象状況は､年間降雨量10nm程度､月平均気温17℃-25℃､夏の最高気温32℃､冬の最

低気温8℃､湿度68%-78%､日照時間6. 5-8. 5hr/日(平均7. 5hr/日)である｡

なお､気象状況の詳細は別紙図 の通りである｡

(3)イカ谷の農業状況

イカ谷の農地は､谷の中央部を南北に貫流しているイカ川を中心に左岸地区15, 000ha､

右岸地区18,000haを有し､イカ川に設置された1 7ケ所の取水堰･取入れ口によって取水さ

れた用水で藩政農業を行っている｡しかし､河川水が少ないため下流部を中心に約300ケ所の

藩政用井戸があり､ポンプ港淑も盛んである｡

主な農産物は､綿花､アスパラガス､トウモロコシ､ジャガイモ､いんげん豆､ブドウ

等で､この内綿花､いんげん豆､アスパラガスは輸出されており外貨獲得に貢献している｡

また､ブドウ栽培が盛んで､ブドウ果実はリマ市場-､またワイン･ビスコは全国各地-出

荷されている｡イカ谷の土壌は全般的に砂質土であり､透水性が良く作物栽培には適してい

るが､潅i晩用水路の漏水が激しく､土水路のため送水扱失が非常に大きい｡

なお､イカ谷にはイカ川を挟んで右岸･左岸双方に水利組合(Junta de Usarios)があり､

良く組織化されており､水路掘削･河道整地のための維持管理用機械もー応揃っている｡

イカ谷における農産物作付け状況(1993年)は以下の通りである｡

鎚
〇
.
-
8
.
-
5
.
-
6
.
-
0
.
-
4
.
-
3
.
-
2
.
-
姐
o

付け面積(ha

15, 452

5, 546

1, 600

1,916

48

1,497

1, 108

824

2. 520

30, 511

叫l

5

ー

･綿花(Algodon)

･いんげん豆(Pallar)

･アスハ○ラがス(Esparrago)

･ブドウ(γid)

･アルファルファ(Alfarfa)

･エジプト豆(Garbanzo)

･食用トウモ叩シ(Choclo)

･ジャガイモ(Papa)

･その他

Total
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イ カ谷の気象状況

1)月BIJ平均降雨皇(1966-1986の平均) 単位: mn/nes

項目 ENE FED K^R ^BR KAY JU打 JUL AGO SET OCT NOY DⅠC TOTAL

降繭玉 3.91 2.91 2.18 0.05 0.08 0.08 0.12 0.06 0.15 0.06 0.08 0.40 10.00

2)平均気温 単位:℃

項目 EWE FED K^R ^BR ■AY JUN JUL AGO SET OCT NOT DⅠC YEDtA

昼間平均 24.24 24.95 24.76 22.90 20.02 18.02 17.20 17.70 18.82 19.99 21.18 22.81 2l.6

月別最小 17.58 18.18 17.76 15.24 12.10 10.93 10.25 10.18 ll.02 12.Og l3.53 15.65 13.7

月別最大 31.26 31.84 31.94 30.8l 28.Og 25.29 24.38 25.43 26.6■7 28.08 28.89 30.12

3)月別蒸発丑 単位:nm

項目 ENE FEⅠ; KAR ABE ⊥AY JUN JUL AGO SET OCT Ⅳ0V DⅠC TOTAL

月平均 162.27 148.64 164.04 145.89 112.14 82.32 83.26 105.09 123.16 149.62 154.73 164.04 1595.20

日平均 5.23 5.31 5.2g 4.86 3.62 2.74 '2.69 3.39 4.ll 4.83 5.16 5.29 4.37

4)月別平均湿度と日原時間 単位:湿度 %､日照時間 hr/di且

項目 ENE FE8 KAR ^BR KAY JUN JUL AGO SET OCT NOT plc VEDⅠ▲

平均湿度 69.29 67.95 68.19 70.52 75.05 78.05 77.71 75.10 73.l9 70.76 69.46 69.10 72.03

日照時間 6.45 6.53 7.16 8.46 8.15 6.86 6.47 7.21 7.77 8.34 8.22 7.75 7.45

観測地点:
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2.3計画の内容

イカ川上流部で水源確保事業として施工中である国営特別プロジェクト｢タンポーカラ

コツチャ計画｣
､および世銀の融資で実施中である｢イカ川緊急洪水対策調査｣等と調整を

図りつつ､下流部イカ谷約33, 000haの農村地域総合開発計画を樹立するものである｡

この対策案としては､地域内の老朽化した潅蔽施設の復旧､および地区内の道路網において

農産物輸送確保及び生活道路の改善策を立て､イカ谷全体の農業振興を図る｡

なお､具体的な事業内容は以下のようなものが考えられる｡

1)イカ川水系の港概システムの再構築

･河川水利用(上流ダム水含む)と地下水利用(井戸)の調整

･潅概施設(堰､水路､井戸等)の復旧

2)イカ川の洪水対策による住民保護および農地保全計画

3)谷低位部の塩害及び排水問題に対する対策

4)地区内道路網の整備による輸送強化及び生活道路の整備計画

5)インフラ施設の維持管理用機械類の整備

2.4事業実施計画

本プロジェクトの実施機関は大統領府内にある国家開発局(INAl)E:INSTITUTO NACIONAL

DE DESARROLLO)が担当するもので､その組織図は別耗の通りである｡同局は現在実施中であ

る｢タンポーカラコツチャ計画｣
､および｢イカ川緊急洪水対策調査｣の進捗に合わせて本

計画の早期実施を望んでいる｡

本地域では既に農業省によって港蔽施設基礎調査､井戸調査,土壌調査等が実施されて

いる｡また､ 1998年に発生したエル･ニーニヨ現象におる洪水状況､被害調査等を実施して

いるが､イカ谷全体を総合的に調査された資料がない｡従って､実施機関としてはイカ谷全

体の開発調査を実施し､優先度･緊急度の高いものより順じ事業化していきたい意向である｡
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国家開発局(l仙DE)の組織図

2.5総合所見

イカ谷は､海岸地域にある渓谷の中では､綿花の生産,アスパラガスの輸出向け生産､

タカマ､オクカ-等有名銘柄のワイン生産地として特徴を持っている｡

また､本地域はコスタにあって,以下の特徴を持った谷である｡

-ペルーの中南部海岸地域の中心的な地方都市であり､テロ事件は殆ど無く治安状況は

従来より良い｡

-イカ谷は､海岸線より約70km内陸,標高400mと立地条件に恵まれており､農産物生産

に最も適した谷である｡

一首都リマからはパンアメリカン道路で300kJnと首都-のアクセスが良いため,食料供給

基地となっている｡

一港概施設は復旧後も引き続き組織的な管理が必要であるが､本地域は水利組合組織も
従来から機能している｡

一下流地域では､地下水を利用されており､人口増加とともに地下水低下が懸念される｡

本計画の実施によって地下水補給効果が期待でき､地下水低下が防止できる｡

-イカ川の流域は農地と集落が離れて存在し､集落間の道路で結ばれている｡本計画は

これら集落間の道路整備が実現できる｡

このため､国家計画に位置付けられた特別プロジェクトとともに本件も優良案件である

と思慮します｡
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3.その他の案件概要

現在､大統額府国家開発庁(INADE)では､国内で20数件の特別プロジェクトを実施中で

あり､この内,コスタ地域のプロジェクトにおいては､水源開発計画､基幹溝板水路計画が

計画または実施中である｡この中で北中部海岸地域にある大規模プロジェクトである｢チャ

ビモチック特別プロジェクト｣及び｢チネカス特別プロジェクト｣は工事も進捗しており,

幹線水路に潅概可能となった未利用地(砂漠地帯)を販売し､輸出を目的とした大規模な企業

農業が始まっている｡

しかし､従来から扇状地で谷(Valle Viejo)を形成している小規模農業者は旧態然とし

た農民組織で水管理､営農を行っており､隣接して新設されている企業的な大規模農業地帯

の生産性の差は拡大している｡このため､特別プロジェクト内に点在する旧農村地域の水管

理の合理化､維持管理体制及び水利組合の強化等が急務となってきている｡

｢北中部海岸地域農村組織強化計画｣の概要

(1)計画の概要

｢チャビモチック特別プロジェクト｣及び｢チネカス特別プロジェクト｣内に点在す

る旧集落(valle Viejo)の水管理の合理化､維持管理体制及び水利組合の組織強化を実施する

ことによって､農村地域の持続的農業発展を図るものである｡

(2)計画対象地区の概要

計画対象地域は､太平洋海岸地域で最も大きいサンタ川(Rio SANTA)の両岸に広がる特

別プロジェクト内にあるチカマ､ツルヒ-ヨ､ビル､チャオ､サンタ･ラクラマルカ,ネベ

ニヤ､カスマの各谷の農村地域約86, 000haとする｡

プロジェクト名 Va11e名 受益面積(ha)

チャビモチックプロジェクト

(RioSANTA右岸側)

チカマ 28,200

ツ′レヒ-ヨ 10,300

ど′レ 12,100

チャオ 5,300

サンタ 500

小計 56,400

チネカスプロジェクト

(RioS〟汀A左岸側)

サンタ.テクラマルカ 16,800

ネペ-ニヤ 8,300

カスマ 4,700

小計 29,800

計 86,200
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UBICACION Y AMBITO DE LOS PROYECTOS DEL INADE
国家開発庁（INADE）特別プロジェクト位置図



(3)調査内容

調査の内容は以下の項目が考えられる｡

一既存資料,データの収集､分析

一各集落における現地調査

･土地利用状況､土壌状況

･気象､水文､洪水状況

･水配分､水利用状況､藩政方法

･作物の作付け状況,栽培法

･水管理組合(Funta
de Usuarios)の組織状況

･施設維持管理体制､運営資金状況

･持続的農業発展のための開発計画の立案

-上位計画､関連事業の調査､調整

ニわB)



付 資 料

1.現地写真

2.調査団の構成

3.調査日程

4.面会者リスト

5.収集資料

6.イカ谷農業総合開発計画の要請書(秦)
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1．現地写真

《チンピスケ河中流域総合開発計画》

アレナル・テンピスケ潅漑事業SENARA現地事務所（Canas市内）

マグダレナ川に設置された取水堰の状況



取水堰より取り入れられた西部幹線水路（Qmax＝55m3／S）の状況

幹線より分水された支線用水路と維持管理用測道



SENARAによってライニング整備された支線水路

BAGATZI地区の水田灌漑地域の状況



パン・アメリカン道路横断付近のテンピスケ河（上流）の流況

GUINEA付近のテンピスケ河（中流）の流況



ブラジル川が氾濫して道路上を通過する洪水状況

氾濫した洪水が道路を排水路として流下している（SARDINAL地区付近）



《イカ谷農業総合開発計画》

「タンボ・カラコツチャ計画」で完成したアンデス山地内の導水路

雨季のイカ川の流況



エル・ニーニョ現象によって洪水被害がでたイカ市内の通り

湛水が引かない中を水を求める住民



《北中部海岸地域農民組織強化計画》

旧農村（Valle Viejo）地帯の綿花栽培ほ場

チネカス計画で建設された幹線水路



砂漠地域に展開されている企業農業ほ場

輸出向けに大規模栽培されているアスパラガス農場



調査員の経歴

1)氏 名:

2)生年月 日:

3)現 住 所:

4)専門技術:

5)最終学歴:

6)職 歴:

桜井 正信 (SAEURAI MASANOBU)

昭和23年9月29日(51歳)

埼玉県草加市谷塚町1 4 9 1 (TEL 0489-24-8625)

農業土木 技術士補

昭和46年3月 岐阜大学農学部農業工学科卒業

昭和46-平成元年:内外エンジニアリング(樵)本社技術部

平成2-平成7年: JJ 海外事業本部 技術次長

平成7年6月- : JJ 海外事業本部 企画部長

7)主要業務経歴:昭和56年

昭和58年

昭和59年

昭和62年

昭和63年

平成元年

ハ○テク○ァイ国イポア湖北西部農業開発計画(F/S)

エジプト国北ホサイニア南部農業開発計画(F/S)

ペルー国チャンカイワラル谷潅概復旧計画(F/S)

ポリヴィア国コチャハ◆ン′ヾ州野菜種子増殖計画(ち/D)

JJ 〃 実施設計(D/D)

ペルー国チャンカイワラル谷潅淑復旧計画(B/I))

平成3-4年ペルー国チャンカイワラル谷潅概復旧計画(S/V)

平成5年 コル[.ア国傾斜地域農業モデルインフラ実施設計(D/D)

平成6年 JJ ∫/ 施工監理(短期専門家)

平成7年 エル･サルウ●ァドル国サボティタン地区農村総合整備計画

基本設計調査及び実施設計調査

平成8年 7イリE'ン国インファンタ地区天水農業環境整備計画(B/D)

平成9年 コロンE.ア国傾斜地域農業開発,潅概施設短期専門家

Jl ホンデュラス国潅淑排水技術開発計画実施設計調査

平成10年 // JJ 施工監理(短期専門家)

ll a. W'ィァ国コチヤ/､●ンハ○種子増殖計画フ*p-アッ7.調査

平成11年 ホンデュラス国潅蔽排水技術開発計画終了時評価調査



3.調 査 日 程

日程表

日順 年月日 出発地 到着地 宿泊地 摘要

1

1999

10.ll(月) 成田

サンホセ

サンホセ

リベリア

サンホセ 出発､ダラス経由

2 12(火)
// sENARAt&#

3 13(水)
// 農牧大臣表敬,大使館表敬

4 14(木) リベリア 現地調査

5 15(金) リベリア

サンホセ

リマ

ツルヒ-ヨ

リマ

サンホセ

リマ

ツルヒ-ヨ

リマ

成田

サンホセ 〟

6 16(土) 〟 資料収集,資料整理

7 17(日) リマ 移動(コスタ畑-→ヘ○ゎー)

8 18(月)
/∫ 農業省協議､資料収集

9 19(火) // psⅠ及びⅠNAl)E協議

10 20(水) E] pRONAMACHCSt%#

EZI 21(木) /∫ 大統領府表敬､資料収集

12 22(金)
/∫ 日本大使館表敬

13 23(土) // 資料整理

14 24(日) ツルヒ-ヨ 移動(リマ-ツルヒ-ヨ)

15 25(月) チンポチ 現地調査(チャt.モチック地区)

16 26(火) リマ /∫(チネカス地区)､移動

17 27(水)
/∫ INAI)Et&#

18 28(木) // 現地調査(イカ地区)

19 29(金) // 資料収集,整理

20 30(土) 機中 移動､ダラス経由

21 31(日) 帰国



4.面会者リスト

【コスタリカ国】

･ Ministerio de Agricultura, Ganaderia, Ciencia y Tecnologia(農牧省)

Esteban Brenes Castro 農牧大臣

･ M血isterio de Relaciones Exteriores y cub(外務･開発省)

Alexis Arias Mora 国際協力局

･ Ministerio de Plamificaci6n(企画省)

Egorico Porras Guzman 国際協力部長〃

･ Servicio Nacional de Aguas Subterraneas, Riego y Avenamiento

(SENARA:国家地下水･港概排水局)

Ing. Waiter Ruiz Valverde

lng. Sergio Salas Arias

lng. William Mudllo Montero

lng. Marvin Coto Hernandez

lng. Nelson Brizuela Cort6s

Luis Onofre Chaves Pic6n

Ren6 Matamita Cubillo

･在コスタリカ日本大任館

鮎川

【ペルー国】

･ Mi血sterio de Presidencia(大統領府)

Absa16n Vasquez Villanueva

･ PRONAMACHCS

Ing. Carlos Torres Martinez

PSI伊royecto Subsectorialde Irrigacion)

Ing. Mannel Armas Ferrer

INADE(Instituto Nachinalde DesaJTOllo)

Ing. Plimio Guitierrez del Polo

lng. Eddie Rosa2nAsin

hg. Godo&edo Rojas Vasquez

局長

次長

計画部長

管理部長

アけル･テンt.スケ港概区所長

カリ-ヨ市総裁

カリ-ヨ市

館員

A5eSOr de Presidente(補佐官)

事業部長

計画部長

統括部長

pETACC計画事業部長

cHAVMOCHIC計画事業部長



hg. Juan Emi1io Pal

･在ペルー日本大使館

下野 博史

･ SECTI (大統領府国際協力実行機関)

鹿野 正雄

cfⅡNECAS計画事業部長

一等書記官

JICA専門家



5.収集資料

【コスタリカ国】

1) Informaci6n sobre la Cuenca del Rio Tempisque

Servicio Nacional de Aguas Subterrmeas, Riego y avenamiento (SENARA)

2) Inundaciones en la Cuenca Media del Rio Tempisque

SENARA Se〟Oct-1999

3) Proyecto de Desarrollo Regionalhtegrale la Cuenca Media del Rio Tempisque

Estudio de Factibilidad

4) Hacia la Competitividad de la Agricultura y el Desarrollo Ruralcon lnfraestructura

Hidroagricola SENARA (Julio 1999)

5)計画平面図

･

Subdistritos LAJAS y ABANGARES (S-1:50,000)

･

Subdistritos TEMPISQUE (S-I:50,000)

6) Mapa Fisico y Politico -COSTA RICA- (S=l:500,000)

【ペルー国】

1)Desarrouo Agrario

-Anteceder[tes y
Propuesta de Politica para el Siglo XXI

-

Universidad NacionalAgrana
"

h Molina"

2) Reconstrucci6n de la hLTaeStruCttm de Riego y Drenaje

Ministerio de Agricultura (31 de Diciembre de 1998)

3) Guia de proyecto Subsectorialde lrrigaci6n (PSI)

Ministerio de Agricultura

4) Proyecto Especial"CHAVIMOCfⅡC" -Instituto
Nacionalde Desanollo-

5) MemoriaAmual1998, Proyecto Especial"CHmCAS"

6) Progrm de ApoyoalSector de Saneamiento Basico (PRONAP)

Ministerio de la presidencia

7)地形図

･ Departamento "La Libertad" (S=l:420,000)

･ Departamento "Annsh" (S=1:400,000)

･

Trujillo,Chimbote (S-1:250,000) 2&

8)図面

･

Rehabilitaci6n de las ObraLS del P. E. CHAVIMOCI廿C

Plano General 2&



6.イカ谷農業総合開発計画要請書(秦)

(本要請書は実施機関であるINADEと共同で作成したものである)
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de 800･000 ha- crl暮a00由(87 %)7

a5D･000 hB･ en lB Sierra

(29 %) y50,000 hさ･en I8 SetⅧ (4 %)･

帥do1仙b nBdonat. t且reglb de la cost-S
una do tas mds des8rTDIta由s

porque cmcentra a los pdncP81e,鶴nh与Urbanos･
fas -Stdas m由irnportanteS･ k)s

伽伽S de rnayoT rendimiento ocondmko y
las rnByOreS fad)idades par-u relaci6n

GOn

el exleb. Sin embargo, las condiciones
de ahdez y de8edirIC8d6n

de estJ rqidn

natural deteminan 可ue eL
desa佃lo de la agdcu[tura 9OI○Se8 fBC6ble median由el軸0･



A.2

しB PreSenCja
de la CoTdi"era de los Andes y.dem由fa血res

dim血加s ham determinado

que el terdto向peruano
Bea un CbmPlejo 9eOgrdnco･ climatot69ko y ecoldg加que

ha

dado od9eh a tres ver6entes hidTqeqr&-8; Ia dBI PBCirlCO･ Ia dol A佃n馳o y b
del

Tidc8Cal CUyさ-加nSiono$ 8bBrC8n e1 21･7 %t e1
74･5 % y e1 3･8 % d81 area total deI

p曲. respecb鳩rnente･

L4 VOrb･entB deI P8CJTICb eSt& con-ormada por 53 cuBnCaS hklrogrincas de ricI8

pdncfpales que cruZbn en dir,ccb5n ∈ste･Oestef e-na franiado aproxirnadBmOntO

2.580 kTn. de longitud y 110 km- de 8nCho prornodio cub由ndo
la rqidn d.

LB Costa y

partb de I8 rqi6n de ta
S･terT& Los dos rnas importanteS POT

la rnagnitud de Bus

do与C8rga8 h8由○- oci8nO PiN=絹co
son: Tumbes･ Chira･ Santa･ PaMca･ C如to･

ocoねy C-and, que en COnjuntD aPOrtBn OL 57･5
% del volurT- tbtBl 8nuat.I mion佃

quo en el ob?-mo 8e伽n.名Un gruPO lmPOrtante
de n･os que aportan memos

de1

9.5 %. destacdndose enb estDS 81佃Ica.

L.as obras de reguLaci6n y 81maαn8miento･
en与u gran rn8yOr(a hah Side ccnstNidas

en

los dhiTTn$ 30痢.s. IcLSr8Berqdos do Sam Lorenzd･
Poochos- TInajones･Chodococha･

cond肌ma. EI FrayFe. Aguad8 BIBnCa･ E[ Pa紬y
G8榊o Ci印almacenan er"u

conjunto
2,350 MMC de agua y曲nden

a 27S･000 hal

L8S derICjenci8S irnperantes en ta disbibud6n y e] u80
del igu& PBra e川ego

de los

cvtuvos en
la cb8tさI h■ gencrado que aPrQXirnadamente

unB8 280･000 hB･ Se

encuontTen Bfectada. en rnayOr O mOnOr Pdo per PrOblerna8 d. rna] drenBjo y

朗Iinidad. ocasionando reducclones軸ni何曲Ⅷs
en los rendiderdo8 do 1併CLJtdvtR

LB8 P6rd･da& do `r.a& b8jo dego. ocasionad-r
la ctecjente Salinfzacj6n de 18紬Tr&S

y probI.nBS do d榔叫vB en aumOntO; en 1970 se e$6rnaba una細n8i6n afo由d8 de

255,230 ha･ y papa 1995 s. estirnB
en 320･000 ha.

L8 eXPIotacidn de las aguaS SUbterTiryB88
Con RnBS do叫o ha adqui他en las仙ma!

cuBtrO dicadas. una singular imp-nda
en ol p恥espe由一rnente

en 18S CUenC8S de la

㈹rbnto del P■cJ･Reo
,
donde el regimen irTqular

de l○S n･os ha00que la disponib"idad

de lo与帽CurSOS hiddcos superhcial餌eiStB supedhda muchas v∝○与a facto(e8 do

q佃cter aleato丸Ofreciendo､ gr-es ⅦtdrT-eS en l○S pdrTWrOS meSeS del ano y

rnfninos o nubさen Ol resto
dd a紬.

.
cJPCt+_や熊野_中仙舶dd v&b d+

IQ_

J

Re*細目istdrlca

EI v81le de lea, sobresale come uns de Ias ireas re9ic-halos mas ruta伽S
en la

prehi8td8 dot Perd･ Doscub加ientos arqueO16g･LCOS rVVe]an la existen由de

qNPaCion嚇hLJnana8 desde hさCe aPrt)Xinadamente lO1000 ah8･ En este va"○･ Se

han血舶,TOl[adcl en fo.ma 9eneral o lo叫, lag cu仙ras p仲･Chvin･ ParzLC&S･Ocucaje･

Tbp8ra. Nazca, Tiahuanさ印･.仙ari･ Ica e lncA･

Los pdrTWOS VeStigios
de aghculhJr-e柑-ntan a los ahs 4･000 y 3000 a･C･;印eSe

entonces. lo8 P伽cfpa1.8 Cultivo8,
tOd8W･a rnuy -udimentados･ er3n el p舶r (Phaseolus

Lunatuo), l■pap (Sotanum tuborosum) y otros tub如cubs
comBStibbs･ E] cu伽del

rnai三甲納C- Ont伯los ahs 1,200 y
l･000 a･C･ y do e由dpo臼datan

Los pdrTlerW

●博yOS de cunidS COn晦o y
la con机cd6n

do Ganales de dego y bocatomさS･

EnQle k)=紬=00 y 800 a･C･ ,
las peque触-9ruPaC;ones sedentad8S

SB

transformaron en densos puedos 8g血kor8S･ CuyOS Pdncipales帽CurPS BIimen蜘S



e,8n el mail. eji.rnani. yuca y camote･,
inici8Jmente el centre m由impo佃ntB eStuVO

ubicBdo en如fddさS do lo8鵡JTO8 BLanoo y S8ld8do y poste佃rrTlente ●n.I 8.CtO{
Norte

do las pampas deし3 Tngu粗en donde tDdLav(a se aprecia Los reStOS
de una gran

poblきddn.

En e] a紬1.100 D.C. se desarTt)Ilo lさdenorTlinada cu仙ra tca･ queさIc&nz6 gran

pro8Pedd8d y ¶or.dmionto cultural.
tu叩COmO Capital T8Car8C8 y hubieron otns印ntTO8

pob[8dc9 impo血ntes On MBCaCO佃y L白V.ntA･ BSi come on OcucajB y Ca"BngO･
En

esta如∝8 el cobra
]1eg6 8 tenor gran u80

･r*mPIazando･a
La piodra come instrumento

cortante.

so proiUme qUe 81rededcr dot a軸1478r
fueron conqu紬- per b8 In田8 en el

reinado de Tdpac Jnca Yupanqui estabteci如dose
su centr-drnini如8vo

en lca La

Vieja.

La llegada de lo8 eSPaRo[e与en 1534 modifJC6 totalrnente el proceso
de de8arrDllo

autdrmo de la zona. Se cambid eL sisten& de prt}piedad･
de colec6伯a individual y

fuoron inbducidcLS ntJBVtn Cu]6vos, d.-∩do ontre.StOS l■ vid･ trad'don81rnorTte

reconocida a nivel rnundiat , hab始ndose desandado en ba80 a eぬculb la indu8佃

vi6vhicola,
lB Cud00nsbtuye una de ]as nhs import8nteS Jet pa7s･

Actua.mente bs

pdndpaLes prDductores de vinos y a9uardientes
del vane･ $On

las bodegas de

佃.^lo9T4, -Oouc勾epy Tacam8'

Ebcdpc払n 6oneral del Valle

Et v曲de lcJ, Ubicado en e] Depabmentb
do Lc4･ On la costB CBnt'Bl

dol PerBl Se

●ncu帥h entre 18B COOrdon曲S googrgtCb$ 13oO1･ y
15.26･ do La6tud Sur y 74'42- y

7e.24･ de Longhd OestB de=舶ndLano de 6reenddl･ La v]･8 de comunjcacih m由

irnpo佃-te e8 la carretera Pan-e-na SLJr (.Bf-da) quo T-rT8 Lon9itudina]rnentb

e] va]Ie de Tea. situando a
Ia cjudad deb nismo n叩br-

300 Km･ do 18血由d do Urn8･

por su gran ac6vidad econ6mi亡a y POP Su tOPO9rafh p[ana･
la red vial dol vBll. prISent&

mejorQ8 -Cten･88功8蛤印icas quO LB
do cuBlqu-N>r OtrO紳CtOr由b

cuonCa･

po曲紬ndo eL ompt.o do Lni血des
de transpo^e de mayor CaPad血d

de Car9a･

.
pctrTTl柑endo un hnspode mss econ6ni00･

l

se9dn ol Insb･tuto NacTonal de Estadi- o Lnfomla6ca (1NEl)･la poblacj6n do
la

prQdnda de Lea es de 222.541 habitant.s･ COnCqltnda p仙cjP8]mente
on e畑印dol

Ⅶlt.. EJ e6 % de ta pobladdn est& concenhda
en el sectq urbanor由n申Iea･

san匂喝O y 6uad81up. Los c.nb urbanoさrn* poblados･
LB PObLBCidn econamicanento

ac6va o与de apIDX. 70.OOO hab'btes･

Lo8 Serdcjos de aot&
son PfbPOrCionados 8 tOdo$ los centnS POblados

Bn base a la

exp[ot.ci6n del a9ua SUbte血nea･
ta -I os bomboada

a reSOrYOnOS OteVados. El agua

que u6Iizw tos pobTadores de
b cjudad de

Lea no requi- batarnientos espeCiales･ dada

su exBeJente Ca[idad.

La infrBeStrtJCtura deI sisterna
de sdud on el departamentO

do lca･ esti con8thida pop

12 h叩itAlo8, 31 centrOS de sa[ud･ y
81 puestoS Sarhdos ･

Locd姐-dose eStO8

fun由rn細Irnente en las capitates de prOVincia ･
disponiendo de postaS m6dicas

en las

貞reas Nr81es.

La disponibilidad de eneTgia舶- p-oviene de la TBd
inteT-eCtada del Mantaro y

aba由ce su6cientemente
La dem8nda de use pObI8donal e industha[･



∈lvalle de Lca. dostaca pop su tTadici6n叩n'coIa y pop pOSier los mis altos porcenteJeS

de tieTT88 aPtaS Para el cuI伽○: sin enbargo･
su explotaci6n inte9Tal･ intensiva y r)cion■L

se ve [imitada per la escasez de recurso8 hid-i en can紬ad y oportunidad en
la

¢uOrICa.

EI vdlo so in1'ci80n OI Iu9ar dendrnin8d0日uarnani (600 rTl･S･n･ntn･)y
8e O畑nde sobr卓

amb88 rTl的enes
de] rio lea en uns extenSi6n d｡ aproximad3rnente

30,000 hall hastzHL

8eCtOrde Ocuc* (280 m.与.rn.m･m.)ILA P別如upedor del vaI]e, en sus p巾-ert)$ 18 Km･

es叩StO,帽由ndo su anplitud entre O･5 y 2･5 Krn･･ po8tedonTlente el va](e
desdende

onb eL fIBnCO O朗te de la CodiIIera de k)S Andos y
I8 Cordillera de Ia Costa･

8b舶ndoso h舶ta Un 8nCho
de 10 Kn.. colindando en su mitad rnoddion8t

Con ld PamPa

do Los Casdlros, do名曲ol n･o p88a al sector Ocucaje a tr8Y由de una gar9ant"n9OSt&･

que es per dondo e] n'o
c7W la Cordilb>ra de La Costa･

El trarno denoninado Ocucaje, demo unos 7 Km･ de lon帥ud y un anchc'de
4 a e Km. y

舶ta lirnitBdo al Oeste y aI Sur per
la CordiI[er3 de -a Costa y &l Este per t88 Pampas

de

Huayd.

Los p伽clpaLes duontoさde[
n･o lea en el trano que00rnprBnde et va"○ $On las

quebradas de Cansas, Yau¢さ- Tingue y
en Su Parte infedor Po佃dlUelo･

恥SGripci6n de b hbTaedrtJCbrzL d● Rio90

pJIr8 e( SurninistrD de agua a
los tBrrBnOO do cul1細en CI valle se uentzL COO 19 tom粥

en.ufo y un-d de c･nate9 PQnc.ipalesy
lat的Ies qワe8lc■陀en

lo$ 335 Km. (2O8･48

Km, eorTeSPOnde" canabs pnnc-pal○S y
L8 diferencla a Canales secundaぬs)I

Esta

inEraestruclura de叫o ddvB lo8 reCUr808 h-d触S
de dos fuentes: La cuenca prop'ia del

do lca y los reQJrSOS tr耶V-dos de la cuen00J)eI At蜘一触○ (n'oPanpo8) i) traV68 deF

c&nal do denvad6n Chodococh. El脚aJ m88 imporLante es La Achirana con
46 Krn･

de k)ng托ud( vcr AnexO N･ 1 ･･Car7aCterfs6c&S do bs can81o叩dndp8lo且del ya"e de lca')I

EJ 8POrte h-d血o
del acuifeTO del va"e tambiin

es utlizado pa伯CUbdr LBS neCe抽do与

de su c6dula de cuLEiⅥ)i.

La difiidlsituacih que vt-ene 8bve6ando ol yalle de lea desde 6ernpos
blmerTWバaJes.

dedvadB de la ausencia de Bgua dLJr8ntO
tO8 meB.S de e朗軸y

lzHXj8terTCJ'a de tierT3e

de buerw cali由d, p&rte de ellas -ndonadas per f- de ague y OtraS Sub･uG17zadas･

fu●代れIa8 rlLZOneS que impulsaron a k)s a9hcultores dol va他y aほstado
Peru&nO･亭

realiz&r las obr7BS de regu]acI6n y廿asvaSe
en [a Co畑[Lera de loi Andes hate

BPrO加adBmente 40東○S･ CW8S Obra8 hidriulicas perm'ltOn u俳zar
los recursos

pro㈹nient" do la cuenc8曲del n･b PBmP且S･ anuOntO dol n'o Apunma-血neciontB

8 te hoya h･drogruICa del ArT-aS. medianto un conjunto de obras
denominado

sistma ChodocbCha (vcr Anexo N･ 2 ･EsqueJTla
=idriuLico del Proyecto Tarnbo-

cca'KOCha･). co悶触ido per tres embalses
do n9utaCjdn (Orcococh, Chodo00cha y

ccaracocha) y un canal de dedvacjdn o
trasvase de 53 Krn･由)cnglhd･ que incJuye lO

KrTl.de山neLes.

LAS喝u舶PrOVOnientBS由-tBS Ob-耶･ tlog8-Qn POT Pnmera VOZd vanO
en nOViombre

do 1959. fecha desdeぬcuaI se ]ogT8 aportar at regimon natura一
dot n'o un vdurnen

promedio Bnuir
de lO8･98 MMCI Este vo]umen r-S Su6ciente ParaE SOlucionar

bs

problernas del valte,
ha鵬ndose ostUdiado Ja posib-d de amp)jar las obrv exi6tenteS

a trav6s def denorninado Sistema Chodococha DesarroIIado･



En el Anoxo N● 3 -Caracteristicas Generales do lBS Obras de Regulaci6n def
Sisterna

chodo00cha'8e PreSenta 18S Carado血屯cBB maS impcrtantes de las obras que

con$8tuyen el sistena icrwentandoso su dispcnibili血d hI'ddca a 220 MMC･

ProbLen一itic& dol yalJe

Dontn del con5unto
de fadores l'nhe帽nteS 41 p佃8O de producci6n 89dcola

en eJ vaLLe･

el mane3o Jet a9ua他ne una iduencia decisiva en su d弼rTl)llo, debFdo a quO el

prwso del hego. genera e[evadas pirdidas d● agu8 per q}8ntO
la te仰曲9ia apLiud■

y la infraeshctura fL'sicade la que se dispone no gJ}ran6zan
una maximiz:BC始n on el uso

deb recufSO.

LB eGcioncia prt}medio de rie90 a也陀J1 8blo
un vB[or dB1 33 % Io que in仙ye

neodvamente en d汀erentes factores･ de los cuaLes m由ceD especial atenci6n las

軸uionte8.-

Los由guo8 rendirnlentos de
b cuonca deL Flo lcA. dur]nte cjerta ipoca

del aElo･ ha

crtado ●n.I ag-Itcr medio una exaoerd-yhJe之POr el B9ua Cuuldo由ta 8e ha[Ja

di8POrtibb. hecho que与e manirpesta en let PricGca per
la sobre lm'9aCJ'6nap[i切da en

o8tB Periodo.

Jn細ostructur8 do nle9O en P由imaB COndiciones hidraulicas･
con Cana]e9 en tierrB y

&us印teS de una buena conseNZld6n, eShcluFaS
de control y m即Sulヨt

carencJ･a de plane8 de n･ego y cu一触que permitan
una adecuad6n de la a9nCultura

a

I耶COndklones imporantos de di8POnibilidad de k)s rICurSOS hidricos･

FaLta de programas do早XtenSi6n e inve叫aci6n en el aspe血de] nanejo del agu81

InportancI4 del valb d● lc4 en el contexto nacional

LJ)S eStUdios d4 SUelo8 ●n el vdle re鳩bn qu●即由ten mas a"i de las 32-000 Hal de

紬rT8$ 8Pbs papa un=gn･cultLJra b?jo rie90. OCuPando terT6nOS PL8nOS･ PrOfundos･
de

te池Ira media 4 me曲p48&由, do buona porosi4ad y perTne8biudad･ Son 9UOLo8
do

o泊治Iente dfenaje y esはn lib付与de sJ)los抑ILJblo8 en Cantidades nOdvas par8 el

crecirniento y de将TTdlo de las pl&ntzLS. E由与bondadBS勺uo pr舶Ont抑Ioさ8Uelos del

v8Ib do lca, frento a la8 desfavorabtes condiciones naturak?s
do la coBtB CZ)r8加地ada

For sos extensos desierbs pclr [a au5enda de "uvias y
ta esc-sa disponibilid&d hid血･

dostacan lzlimpcdz)n由de esta re9i6n nabral denb de la acNdad agricoLa del palls y

POT ende. su廿ascBndencia en La ∝onomia nadonJal ･

E1 -拍ndimiento que presentan SUS CUI紬S y la gran don且n血que existe papa ta

o坤α旭ci6n, pn･ncipa]r710ntO los esp卓r7qOS, e] a190ddn y
l8S m帥e8tr8S ent伯OtrO9･

h8Cen de este鳩h pcr su cercanfa a La capitB(. un polo de desarrdlo con e畑Icntos

ventajas cor71Para6vas que la ubican
dentn de [as m由創也i PnOndade8

･COnSideradas
por el Gobiemo P肌8nO･dontro de su P-an de Desar,I,Ilo a corto･ rTdiano y laTgO PIeLZO;

r8Z6n e5ta 可ue COnS匂tuyo una preocupaci6n dol SBCtDr del
Mini6tenO de la PTeSiden由

que se vieno rndedalizmdo a trav&s de( Proyecto Especial TarnbQ
･ Ccmcocha al que

Se Te伝ore el si9uierTLe punto.

4.2 ELPROY~CTOES CLALT MBOC C HA

con b且組en et COnteXLo descdto ante血JTnente. el.
PrDyeCIo E&pe由I Tambo

ccar8COCha (PETACC) fue c柑ado For D.S. N. 421-90-MIPR∈印mO un Prqrarna de



lnⅥ桐ih en el rTWCO de La estNChJra Org畠nica
del ln- Nacjonal de D朗arrdk)

(lNADE) det Ministe血de La PTe如encja (肌PRE)I con et PrOP6sb
de contM a la

hpLement8Cih de Las dWerentes aLterna紬はde soluddn phnteadBS
en div酌OS

o8tudios TeBuZAdos pop Las机s6tucicms
dd Esdo, comprOmetida8

en eJ dosAndk) de[

vallo de lca. con la bel舶d do prt- reCurSOS hl･dhco8 8uPerWs 8d蜘nales pcLra

sabfacer fas neGedades de軸o de Los cd6qs det vatLe･

●.2.1 0
I

vosde(I AJ2G

siendo los pdncipales problemas que afectBn
Bl va]h>

de lca dB Ord帥h'draulico :

escase之08taCbnal de叫u叩Bra tB agHcultura per
la gran -pTe9uladad

de las de8Carg且S

de) n･o, y elevadaB POrdid8S.n
la captad6n･ conducci6n y diibibuci6n

do 89Ua POr un8

infrae机cturB de der[dentes caracten･s6c8S t6cnicas･
la creaci6n del PETACC con6id●Ta

los
objetivos$19Uientes

:

lncrementar ta dispbnibirld8d hid佃en O=伯1te par細岡uLad6n
del dego en lBS areas

actu4lmonte仙F6vadas y amPIiad6n do
Ia front- agn'co18. SUninistrando agua en

fma oportuna y en Cantjdad suf;cjente･

Mejord la eTIdencla de dlstdbud6n
del agua P8ra軸o! rnediante

e) mejoraTn'N2htoy/o
+

rernodelaci如de
18 infraes仙chJra de riegol

Ro叩eT8Ci6n dB他TTaS afecta由s pop mal drenaje y Sa"nizaci6n･
modiante la

c.nd.ucddn
de un sistema de drenaje de carnPC y un P,Ograma

de recuPeraCi6n de
Los

sue[M,

control de ayenid88 eXtraOrd-由s
rnodiante la constNCCi6n de defensas伽re紬s･

do

ta] mode de 8SegUrar O bdndar prt}teCd6n
a centres pObladosr

infraestructur3 y紬rras

de cutGvo aleda飴s al n･o lca, expueStaS
a inundaC'M)ne$ O dosbordes･

4.21 Ebnefkios esEmdos.

4.3

Los pdrNjpales bon由cios esperados
con la ejecucI'6ndel pnyectO Son :

Garanbzar las caTnPanaS a9hcolas en n由de
30･00O Hasp do 8eTraS de cuMvo on ol

valTe de
lca.

obtoner e] aprovecharniento raCjonal
de los帽CurSOS hiddcos existentes･

lnclementar la producci6n y la prduc6vidad
en el va"e de lca･

prt)leger y dar segun-dad a la叩bL&ciono8 aSOntad8S en las -rag dol n'o ka as首come

a los terrenos de cut6vcl que Se Ubican
en tos s●如s BLeda触s a su caUCe･

Gonerar puestos de trabajoetl la Reg近れ.

E5-evar La calidad de抽de
los sedqes urbane rnarginales y TtJrales del畠rnb.to

dot

Fbyecto･

u ITANTESD DES OLLOAGR[coLADELV_ALLfDE
A

帥o k)S pdncipa[es fadoreS Iimitantespar-I desarTOJJo
de La acdvidad a9n'coIa e六eL

ya"e d. Ica, se pL&den s由Iar, e- rTWejo del 8gUa
Cm una baja e('cjen由de de90



6.

debido a las consjderables perdidas per COnduccidn
en Bus ci)naJBS y l‥p(icacibn

desmesurada en las parce[as cuando la$ 8gU耶PrOVienen
de las avenidas･

El procB$O d･叫en general･ e"u,ce岬e
de gene'ar elevadas p甜das

de agua

debido a la precana infraBShdura quO nO 9arBntiz& un苧m由佃ci6r-n el uso deI

一

柑Curさ0.

し8 COn8bccj6n de pozos en forma indiSCdninada h叫inado
una $Obro exp7ot&ddn

dol a9ua SubtoTTBn組00n CDn8eCUOnd郎qUO帥traducen en un de5CenSO de Ia naps

fr8atica y una disminucidn cmsiderBb[e
dol rlndiniento

do l○-zoS･ a$OCidndcso i O"o

una baja disponibiLidad do a9ua 8UPerftciat･
Io cu81 repercute nega紬mente

en lo8

costos de prt)duccJ･dn y en la produc6vidad de旭ticlrT&

嘩叫ICldN ES_WA PAFu EL INLCtCLY一酬P凹

FnI..:T.:…cenh三n篭u7::;bS.obaT.e=T.7:Sd6Pna;e:earn.eaTa?,dn?品dT:en.tTu&:
p-azD de entre 6 ahos. dependiendo pdndpalnento

de aso9ur8r Su flnandamiento papa

暮○叩r6ximos a汽○S.

慧tsTTENC!AL,RcN.CCAチp
RSP C¶V DEF E"T DEFI" C-A"I "TOY'

EI co8tO de ejecuci6n
de fas dos pdneras etaPaS

de[ Esque'na GIobal dol Proyedo esta

e86rn8do en U.S.$ 304,100-000･00 : Siendo eL co如de
la Pnrnera Etapa･ UIS･$

51･9OO.000.00: do la Segunda Etapa. U･S･$ 2521200･000100･ ( vcr OI
AnexO NO 4

'-

co8tOS del Esquema Global.); Sin ernbargo･ aCtuahente
se visualiza un pro脚O de

reformul且CJ16n do lo8 COmPOnOnt糾y CO8tO8 de18 teTCBrI Et8Pal tr8tando
de 8imp価c8r

… e]ementos tecnioos a fn de consegulr
un sistema de申cud6n de obr8HimpLe y al

monor costo po曲Le.

El monto rque佃o para la.j.cuci6n
do la P伽era Etapa deI P-oyodo･ on ■pdncJPIO

debor如er flnan由do con recurSO8 deI Gobiomo PeTtJanO･ Sin ombargo, con8ider3ndo

la gran onWr9adura a.[ FhyeCtO y Su ako volumon
do inv.TSidr-○伽n. prvvisto

recurT* a I3 0btenci6n do financiandertto extemO en糾与di触nte8
rnOd81idadoB

Q)ristBmO a tar90 PIazo y donBC伽); pc-tro
18do ●n e( mlISmO COnte^0

Se PLanoB
ra

obbrd6n
de As紬nda Tbic& de CooPer3Cj6n lntorT14Cional do Gotdornos

･ami90S

interesados en el de翰rTOh
de 也 ag血此伯CbrnO el Jap6n･ eI Reino

de Iost Pa(ses

Bajos,Ia Comuni由d Econ6rnica Europea･ etcI

En ol ptBZO inmediato. e) Gobieno
PenJanO COntinuarS cor-uS inversiones 8Ctuales

obntadas a la rQCOnStNCd6n y/o rQh曲榊aci6n de7 Canal Choclococha･ obr8S
dc

defen9a nbereFia del do [ca. pequehs obras de mejoramiento
de la infrae机Ctura de

de90. aCOPio y/o acbJakaci6n de hformad6n b畠sica para eF mejorarTtiento
de La

infr3eS仙cbJra de朽e90, drenaje y de red vial deL valte･

..n.n怒.dos
n一紺teS qUe bn9an

T.

conexidn cm los aspectos de
desaTTt)Lb de la infraestructu椅de軸9CI del va"e de Lca･



a. 稚R仙NOS DE REFERENCIA DEL ES

1. NEC∈Sl抑Y JUST)FJCACめN DEL ESTuEXO

EI e舶○ :叩royW･ do De88rTOnO bde9raJ del ValLe de kaq; se justjb
､

prindpahente pop b necesidad de wtucjor伯r en eI紬mpo m由corto po8ib]e un v鮎tO

coniunto
de舶PeCtO8 ticnicos que cons仇uy卓n ta P鵬del va"e y que se

rBSu汀栂n a COnhciるn :

a.

Ci.

0.

Insuficiend8 do recurso hidrico superficial por亡uantO a- rio lca 86Io廿ansporta a9ua en暮a

epoca de avqBnid8S y 8n Ol pen'odo do ostiajo se 8eCa COmPIotamente･
Cuando et[o

ocLJrTe.1as nechSidJ3des de los cultivos son cubio他S pBrCi白trTlentB
COO agU8 del Si8tema

ChocJo00dla y aguBS Subte佃no且0. eXiBdendo en Ja actuaLidad un total de 685 pozos
en

fundonarniento y 158 &bandonados･ La operaCidn do fos pozo8 8e re曲8 8 tT3VeS
del

uso de motores do combu866n intend en un 90% del total. mient伯S que O1 10%

restante son oper3dos GOn mOtO7YS e始cbicos･

An相Oedad de la jnねestructura de riep quo如n en la卓poca de aventdBS nO gar8ntiz4

un rie90 re9Ufar en el valle (especia[monte en lzI P如o baj8)IHay abs pirdidas pop
fiLtra亡始nen lB red de can曲8 PrincJPale8 y SeCunda血s･ Esta situad6n tBmPO00Permite

ta ampliaci6n de la frontera agn'cda deL v31LB.

lrTegula触d o8tadonar deI ･軸men tonrentoso
del rio lca que pros.enta eVentualmente

de-rps rTl血drn88 ●-old(n4細S do土300 - 400 rnJ/8 qL)0 0n9ln8 de8bordo8 de

caricter 7mpreyisible en丘pMS
de 8Venidas, poniendo en sjtuac16n de hesgo

la vida do

loB PCbl■dorBa y Pe小icio
de sus o脚Ias.per

Ja destNCddn de sus parce18S･

inlTaeShchJr8 de rie90 y rede8 de seNicio b由icos･

c且renCiB do Va808 do embaJse en la Cuenca dd n'o lca que permita aurnentar
la

disponib(1idad de recursos hiddcos superRciales para suptir l8S neCeSidades
de la cedula

de cu(tjvo del valle; asi come un n8CeSaho con廿ql de avenidas･

■●

Tiorrn 8gn'cDIas de I且Parte b申del va(Ee00n problerTu8
de drwIBJe y 8且tinidad･ qua

arne他un ostudio de las caractedsticas de estos aspeclo8 y
la construcd6n de la

infrBeShchJra neCeSa血pa向合u rehab引'bd6n･

MejorarniBntOde Ia red vial de] interior d色I valle y
La necesidad de efeduar las obras

no印8adas p3ra garan6zar la nuido之y COrnun申cj6n
do los pueblos vednos･ a tTaVds de

IB COnStruCd6n de puentes y QtraS eStruChJraS.

0 0SD ESTUDt

o蜘mayQr d脚由d de recur80S hi一血s (sup即触ね旭sy subtedneos)I a

hves de La con細始n de bo也tOma5 y rCNe86rTbto
de
can加古P血中ab2S y

secund4dos para mqiorar el血go
de Las brTaS agrfcoLas adu加TTente en u801

rnayonTtenb> en k" diBt触8 de Pu.bk) Nuevo･ Tat.I Sanba90 y PachacuteC･ y

eventuahTTente la incorporacj6n de nueqs紬rru en La Zbna denom拍da Pampa de los

c896bs colind8nte Cm a extrm sur de] vde. Pare eStO Se deber岳tener
en cuentB ]a

hte9raCh5n y uso叫ugado
de Los re-s hid触provenjentes do las sbuientes

fuh : 8)
Rib tea, b) Sisterna Chodococha Ch5SarrOILado y c) Reservoぬde apas

S ubtb舶s,



也. con5ugar La u批aci6n de los recurSOS SuPerfidales y SUbtenTheo8
8 0fectos do

posit"itar e- u与O radon8I
de estB dL6rno con la付-a"dad

de evitar 8u agOtamienb'･

asirnisrTU, tarnbi&n sera neCeSado
anarLZar la wn-iBnda I-ica de electhftcar los

pozos existentes･

c.慧L:芸ど･,oS｡g:aSsg｡s.dee.d.e.seb;:?詰ごo蕊Ba3;inS.eS?'adnaa,deond?sn:d8
dL;

pntecd6n do la8
area-gnCOIas y La叫u他d a. I-bladdn civMe la

dud8d de lea

y poblados olo由員os･

d. Car8Cte由r y prOPOner
las obras para SOludonar Los problomas

do drenaje y Salinid8d

del e加rnO Sup del vさIIede lea.

e. car8Cterizary pTDPOner
las obras de rnejorarn･pBntO

do la Ted vial secundada
del q"e･

DEL E

a. 1n伸n納y ev3IubCidn
de la infraestTUCtUra de鳴○･ dr-)a yvial existente･

b. Citcuto de dernandas de a9Ua a nivel de va"e･

c. cBs由de bocatomaS y renOdelacidn de can81.s
de dego･

d. 1nv払6gadones basicas y dise紬s
de sistenas dedrena5e･

e. N･rvele5 hidro169icbS (eventOS eXtrernOS m畠xirnos y Control
de a嶋nidas deL rio lca)･

f. GeoLog;a y蜘ia apricada 8 L&s00ndicjones
del va"e･

91 D'tse如de obras civnes･

h. Ag rt>sodo･econOm
ia.

i. Costos. rnetrados y prCSuPUeStO8.

■

f. Evaluaci6n伽andera y econ6micil del
ProyectD1

9. AspectOS ins6tudonAms y neCeSidad
de implenentaCi6n deL PrDyeCtO･

▲.

a. Abased.tenth de a9ua Pira dego a伽由cubdr
y regUl-r b}S reqUQdmientOS

de

recLJrSO8 hfd佃s de tis 33.433
ha･ en actual explotadbn･

Reducci6n y susthcjdn
del ague bonbeada

en 30･00 MMC･

Mayo( dotaci6n de a9ua SuPe- yJo SUbtednea
lirnpia de l&S p-S a[tBS hada

[○S

terrenos de cu伽LocarRados卯bs
dlstmo8 de i Pueblo Nuen. Tate･ $8ntiqo

y

p8如cuteC. 1o que redundara
en uns rneJora

d-i n･Neles
de produ仙軸d

de

eproxhadamonte
una$ 10･000 bs. n曲s･



d.

e.

5.

0.0

bstrucd6rl de defensas触相ねS on uno lon9itud do 15 KTn. Part la pTOtBCd6n
do

areas de cu蜘o y sBguddad de ra ciu血d
de lG8 y POblados aledahosI

En el osquema hid血1ico requehdo paT8 COnSquir
-ursOS hid佃s SuPOr6dBles

Bdicion良一o, y d00ntTDl d-venida8. debera consider3rSe b po8ib'1]khd
de anal'tzar

La

con机cCi6n
de un enbalse de re9Uladdn en )a cuenca

del rio lca･ el que
se es8rna

deberB tener una cJiPaCi由d aprt)xirnada
de 100 MMC･

Me3orarTli8ntOde la red vial secundah8
Cn una lon9itud de 200 Km･･ qu令 involuc(a旭

c8nStruCCidn dB 06 obras de a佃(puentes) y rne5ormiento
de La superRcie de rodadura･

constNCCi6n do la infraestructur3 do dronaje par3 meJor即l8S00ndidonos
de mal

drenaJ･e y salinid8d de如as afe由由s de
L叩arte b8)-adel va"o de lca (800 h8S･)I

pR RAMAD L∈STUD10

Dada la prDblem丘tica actual que由由Ol va"o de lca･ cDnSiderarnos que ta ini由cidn

deJ E8tudio do Desarrolto Integral dot valle debe ini由rse
en e川ompo mss CO佃po8ib[e･

par"llo. se debo ir prep3rando el Esbdio-由Fa曲ili由d; e- cual･ se es6ma･ debeTd

tetler una dur7aCidn maxima de doce (12) rTWSeS･ Asirnismo･
debe mediar un corto

pen･odo de馳npo entre I-ubTh8Ci6n del Estudio de Fac6bilidad y el inido de disehs

de伽i紬s. 1o8 CuaLes deben du椅r un
6em叩miximo es伽ado de seis (06)me8e8･

Respecto a=;studk) do Facb･birldad･
se estirna qua los p付neros se舌s (06)

nwSe8 debe

in,olu朋r OI BCOPio de inFormad6n b由ica.魯U di8P6s心co y ov旦Iuさd6n･ Lo主軸uiont舶

tree (03) rneses debeTin ernproarse
en la formulaci6n y争n紬8 d-ltornさtiv耶de

soluci6n; en I.nto que
los白帆｡S tr!8 (03)moses deberin emple8rSe

en l'prcp胴Cj血

deJ lnforme Final que induye la evah}aci6n econ6rnicdnanciera
de la aBerna細

事Ob?cdonada ,

o ~ lNFORNACLONES FWANTES

pop ot rrmnto, BStaLS Son Ias inform4.Clones MSS relevantes柑Iadonadas
a 18

prDblem舶ca y aspe血S
de coyunhJm qU● Bfectar-l鳩I1.

de lca･ m丘s deLante

conformo se vay叩TqreSando
en ta evduBCidn

de Ia propueSta y
a reqUedmi帥tO do

Los estarnentOS que tengan inquietud por alg血8SPeCtD eSPeCiTICO re)adon8do
a esta

▼

sdidtud, eSta柑mOS bdnd8ndo
la infomaCidn cornplenenta向que亭O reqUiera･ {
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